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太鼓が島に集太鼓が島に集結結

佐久島太鼓フェスティバ佐久島太鼓フェスティバルル和
　第６回佐久島太鼓フェスティバル

が１０月２６日、佐久島の大浦海水浴場

で開催されました。市内からは、島

に昔から受け継がれる佐久島太鼓の

保存会や、西尾市シルバー人材セン

ターの会員で構成する銭太鼓グルー

プ「和っ鼓」、一色高校和太鼓部の３

チームが出演。そのほかにも県内か

ら５チームが出演し、三河湾を望む

ステージで、熱い演奏が繰り広げら

れました。

どもたちが参加した手術室体験コーナー。子どもたちは手術着を着用

し、実際に使われている手術室に入り、医師や看護師などから手ほど

きを受けながら、真剣な表情で、電気メスの切開体験や骨の接合体験

など、さまざまな手術の体験をしていました。

病
院ならではのイベントが満載院ならではのイベントが満載！！

市民病院ふれあい祭市民病院ふれあい祭りり

　市民病院ふれあい祭りが１０月１８日、市民病院で行われました。この催しは、

地域の皆さんと交流し、ふれあう機会をつくり、市民病院についての理解を深

めていただくために開催されたもの。健康よろず相談やちびっこ白衣体験、看

護師体験など病院ならではの催しや、熊味

保育園園児のマーチング演奏、病院職員の

ライブなどさまざまなイベントが行われま

した。特に好評だったのは、たくさんの子

ービスは、建物の外まで行列がで

きるほどの人気でした。また、自

分で抹茶を挽くことができる石臼

挽き体験では「あとちょっとだよ。

がんばれ！」と声を掛けられなが

ら、重い石臼を懸命に挽く子ども

たちが見られました。抹茶工場見

学は、受け付けを開始するとすぐに定員に達してしまうほど大盛況で、

終日西尾の抹茶を満喫できる催しが盛りだくさんでした。

尾の抹茶を学び、楽し尾の抹茶を学び、楽しむむ２日間２日間

第第２２３３回西尾の抹茶の回西尾の抹茶の日日西
　第２３回西尾の抹茶の日が１０月１１日・１２日の両日、文化会館で行われ

ました。地域ブランドである『西尾の抹茶』を堪能できる無料呈茶サ
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　今号の表紙写真は、西尾の秋まつりの一つ「棉祖祭」

です。さて、突然ですが表紙写真はどうやって選んで

いるでしょうか？　それは、広報担当がそれぞれ取材

に行き、撮影した写真の中で「これは！」と思う写真

を持ち寄って担当者全員で品評会をし、決定していま

す。今号の表紙の選定は「おまんと祭」「御櫃割」「馬駈

神事」など西尾の秋まつりをはじめ、たくさんのイベ

ントがありましたので、かなりの激戦でした。その中

で選ばれた１枚。今号のベストショットです！（ヒデ）

らゆる力を集結して立ち向かうらゆる力を集結して立ち向かう！！

地地震震・・津波防災訓津波防災訓練練あ

生の想定に合わせて白浜小学校の児童たちが正法寺山の高

台に避難する訓練が行われました。メイン会場の坂田球場

では、内閣府、国土交通省、自衛隊、愛知県警察、市消防

本部などの機関が参加し、さまざまな想定の救出救助訓練

や火災消火訓練などが行われました。

　全国で８か所、中部エリアか

らは西尾市が訓練会場に選ばれ、

内閣府の地震・津波防災訓練が

津波防災の日である１１月５日に

市と合同で行われました。

　津波避難訓練会場の吉良町白

浜地区では、午前９時の地震発

　天竹神社（天竹町）で１０月２６日、棉祖祭が行われまし

た。この祭りは、棉を伝えた神様をまつる祭礼で、伝

説では、平安時代に崑崙人が漂着し、棉の種をこの地

に最初にまいたことから、木綿の発祥地とされていま

す。写真は弦の振動で棉をほぐす「棉打ち」の様子です。

業と文化を存分に楽しん業と文化を存分に楽しんだだ２２日間日間

２０１４きらまつ２０１４きらまつりり産
　西尾市名誉市西尾市名誉市民民

の彫刻家山本眞の彫刻家山本眞輔輔

氏からブロンズ氏からブロンズ像像

「いのち巡る」「いのち巡る」がが

寄贈され、除幕寄贈され、除幕式式

がが市役所市民ロ市役所市民ロビビ

ーで行われましたーで行われました。。

ブロンズ像「いのち巡る」
除幕式

１１１１//１１００

岩瀬文庫・西尾市立　岩瀬文庫・西尾市立図図

書館で開催。岩瀬文庫書館で開催。岩瀬文庫旧旧

書庫内部特別公開では書庫内部特別公開では、、

年に一度の特別公開を年に一度の特別公開を、、

心待ちにしていた市民心待ちにしていた市民らら

でにぎわっていましたでにぎわっていました。。

第９回にしお本まつり
１１００//
２２ ５５・２・２６ ６

秋の叙勲と褒章の受章者が内閣府から　秋の叙勲と褒章の受章者が内閣府から発発

令。市内では畜産業振興功労の石川富雄令。市内では畜産業振興功労の石川富雄氏氏

（宅野島町（宅野島町））が旭日双光章、地方自治功労が旭日双光章、地方自治功労のの

深井昌二深井昌二氏氏（住崎町（住崎町））が旭日単光章、教育が旭日単光章、教育功功

労の髙橋英夫労の髙橋英夫氏氏（（吉良町吉良町）、）、高柳良康氏高柳良康氏（（弥生弥生

町町））、、安井克彦安井克彦氏氏（鵜ケ池町（鵜ケ池町））が瑞宝双光章が瑞宝双光章、、

児童福祉功労の坂部三枝子児童福祉功労の坂部三枝子氏氏（下町）（下町）が瑞宝が瑞宝

単光章、業務精励の近藤実単光章、業務精励の近藤実氏氏（道光寺町）（道光寺町）がが

黄綬褒章、人権擁護功績の小林紀美子黄綬褒章、人権擁護功績の小林紀美子氏氏

（菅原町（菅原町））が藍綬褒章を受章さが藍綬褒章を受章されれました。ました。

１１１１//３３ 秋の叙勲・褒章

　工・商・農・

漁業の祭典であ

る、２０１４きらま

つりが１１月８日

・９日の両日、

コミュニティ公

園で盛大に開催されました。

　歌・楽器などの演奏や踊りなどのス

テージをはじめ、こども広場、ウォー

ク・スタンプラリー、青空広場、くいもん横丁などの多彩

な催しに、多くの来場者でにぎわっていました。西尾市に

ゆかりのある市町村も物産展を出店し、関心を集めていま

した。８日は西尾市観光親善

大使である演歌歌手の葵かを

里ショーが、９日はものまね

芸人ホリのお笑いステージが

会場を沸かせるなど、子ども

から大人まで存分に祭りを楽

しんでいました。

幡豆小学校　幡豆小学校運運

動場で開催。動場で開催。子子

どもからお年どもからお年寄寄

りまで、多彩りまで、多彩なな

競技種目で、競技種目で、心心

地よい汗を流地よい汗を流しし

ましたました。。

はず大運動会１１００//１１９９


